
【学校教育目標】「人間性豊かな心をもち 実践力のある生徒の育成」
千葉市立若松中学校

－ 気付き、生かす －
校報

第 ２６ 号

令和 3年 7月16日

前期前半を終えて
校 長 古 市 直 彦

令和３年度が始まって４ヶ月。なかなかおさまらないコロナ渦の下、「新しい学校の生活様式」の

中でも、何とかできるだけ通常に近い形で学校生活や行事を行う方法を模索してまいりました。いろ

いろとご心配をおかけしましたが、生徒の皆さんの頑張りと、保護者の皆様のご理解・ご協力のおか

げで、何とか無事に学校生活を続けることができています。

さて、いよいよ明日から夏休みに入りますが、本日、放送で行った全校集会の中では、私の方から

子どもたちに次のような話をしました。

明日から、長い夏休みが始まります。昨年の夏休みは、16日間しかありませんでしたが、今

年は44日間あります。去年の３倍近くありますから、どう過ごすか…ということが、とっても

大切になります。でも、一番大切なのは「命」です。新型コロナウイルスの感染拡大も心配です

が、くれぐれも、事故にあったり、大きく体調を崩したりしないように注意してくださいね。

私自身が、夏休みの時期に命を落としかけたことがある…

ということは、夏休みのしおりの中でも触れました。

１回目は、幼稚園生の頃です。

近所に住んでいたお兄さん達と、家のすぐ近くの

公園に行く時、５ｍ位の細い路地を横断しようとし

て、新聞配達のバイクにはねられ、数ｍ飛ばされて、

電柱にぶつかり、頭から地面に叩きつけられた…と

いうものです。まだ、小さかった私は、周りをきち

んと見て、判断する力がなかったんですね。

２回目は、大学生４年生の時でした。房総の館山市に理科の

実習に行って、観察のためのウニを採集しているときに、大き

な波にさらわれておぼれかけました。でもその時は状況を冷静

に判断し、周りを良く見ることができたために、何とか命を取

りとめることができた…というものです。

周りが見えずに交通事故で命を落としかけた幼稚園時代に、

冷静になったことで命を落とさずにすんだ大学時代。

今だから笑って話せますが、皆さんにはそのような経験をし

てほしくありません。新型コロナウイルスの感染拡大も心配で

すが、その他のことにも十分注意してください。周りをよく見て、正しく状況判断をすることで、

サイコーの夏休みを過ごしてほしいと思っています。

ところで、皆さんの考えるサイコーの夏休みとはどんな夏休みですか。夏休みのしおりでは、

私から次のような「サイコウ」を紹介しました。

「最高」 … この上なく、すばらしいものにするという意味で。

「再考」 … 自分の生活や学習をもう一度考え直すという意味で。

「細行」 … ささいな行為･行動をおろそかにせず、こつこつと積み上げるという意味で。



３年生を中心に、何人かしおりを見せてもらいました。やはり「最高」が多かったのですが、

次のようなアイデアが書かれていました。

「最考」 … 最も考える夏休みにしたいという意気込みでしょうか。

「最行」「最攻」 … 最も行動する・攻める夏休みにしたいという意気込みでしょうか。

「再構」 … 基礎基本を再構築したいという意気込みでしょうか。

それぞれがサイコーの夏休みにするために、しっかりと考えてくれていることがわかりました。

次は実行ですね。周りをよく見て正しい情報を集め、正しい判断をする中で、「サイコーの夏休

み」を過ごして欲しいと思っています。

休み明け、生徒の皆さんの元気な笑顔にまた会えることを楽しみにしています。

主な行事の様子です

交通安全指導（７月１日）
八街市で起きた痛ましい交通事故を受け、校内放

送と「校報 若松中だより １９号」を使って交通安

全と正しい自転車の乗り方について話をし、生徒の

意識を高めました。

各種検診の結果について
春先から続いていた各種検診もすべて終了しました。

異常があった場合はその都度お知らせしてきましたが、

異常がなかったご家庭にも、先日、まとめてお知らせを

しました。う歯等に関しては、休みを利用して治療を進

めていただくようお願いいたします。

校報「若松中だより 第２６号」をお届けします。ご意見やご感想を広く募集しております。

お気づきの点等ございましたら、下記までご連絡ください。

（ 千葉市立若松中学校 校長：古市 直彦 5０４３－２３２－６１２５ ）

三者面談（６月28日～７月２日）
４月からの学校生活の様子をお伝えし、

夏休みの過ごし方についてお話ししました。

生徒集会(壮行会)（７月６日）
総体や各種コンクールに出場する３年生や選手の皆さんが意気込みを発表し、エールを贈り合う

集会を放送で行いました。会のあとに書いた仲間への、そして先輩へのメッセージは、３年生のフ

ロアーや昇降口付近に掲示しています。


